
軟 X線励起蛍光における SX-STED イメージング 

SX-STED imaging in soft X-ray excited luminescence 
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蛍光体からの蛍光は、励起光と同時に蛍光波長の光を照射することにより誘導放出を起こす。

この波長に強度の弱い蛍光波長を用いることで、強度の強い波長の蛍光を失活できる。このよう

な誘導放出抑制を蛍光顕微鏡に応用することで、蛍光体からの蛍光領域を制限し、アッベの回折

限界を超えた空間分解能を得

る手法を、誘導放出抑制法

(Stimulated Emission Depletion 

Method、STED 法)と呼ぶ[1]。

今回我々は、酸化物シンチレー

ターのひとつであるCe:LSOを

用いて、Ⅹ線励起による蛍光に

おいてベクトル光を用いて蛍

光領域の制限を試みた結果、今

回、最大で集光スポット径の

1/10 程度まで蛍光領域が制限

できることを実験的に明らか

にできた（図１）[2]。 

この結果に基づいて、この

SX-STED 現象をラジオグラフィー型イ

メージング、10 倍の無収差軟 X線結像

光学系に応用した場合の空間分解能を

計算し、従来型の Zone Plate（NA=0.1、

最外線幅 20nm）の空間分解能と比較し

た結果を図 2 に示す。得られた結果は、

どちらも酸素吸収端近傍より低エネル

ギー側で Zone Plate より高い空間分解

能を持つ可能性が示された。 
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図 1：Ⅹ線励起蛍光と STED光の様子(a)と破線部の光強度

変化（b）。どちらも最大値、最小値で規格化。 

 

図 2：空間分解能の比較（計算） 
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